
く
、
や
せ
型
で
、
細
面
の
上
品
な
学
者
ら
し
い
顔
を
し
て
い
た
。
医
師

の
ほ
か
に
、
法
律
、
文
法
学
、
論
理
学
、
哲
学
に
つ
い
て
も
書
い
た
り
、

教
え
た
り
有
名
な
法
律
学
者
で
も
あ
っ
た
。
ア
ビ
セ
ン
ナ
と
同
じ
く
ら

い
優
れ
た
医
師
で
あ
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
の
若
い
医
師
に
ガ
レ
ノ
ス
や
ア

ビ
セ
ン
ナ
の
著
作
を
て
ほ
ど
き
し
、
暗
記
す
る
ほ
ど
に
熟
達
し
て
い
た
。

し
か
し
、
権
威
に
無
批
判
に
従
っ
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
「
ガ
レ
ノ

ス
の
表
現
を
あ
ま
り
高
く
評
価
せ
ず
、
そ
の
弱
さ
や
背
後
に
何
も
な
い

そ
の
回
り
く
ど
さ
を
批
判
し
た
。
種
々
の
動
物
の
身
体
構
造
に
は
違
い

が
あ
る
。
比
較
解
剖
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
違
い
に
注
目
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
」
と
い
っ
て
多
く
の
著
書
を
書
い
た
。

彼
の
著
書
の
「
ア
ビ
セ
ン
ナ
の
カ
ノ
ン
の
解
剖
学
へ
の
注
釈
」
の
な

か
に
カ
イ
ロ
の
ア
ト
・
タ
タ
ウ
ィ
は
肺
循
環
の
論
述
を
確
認
し
、
博
士

論
文
に
提
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
『
ア
ビ
セ
ン
ナ
の
カ
ノ
ン
の
解
剖
学
へ

の
注
釈
」
は
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ア
ラ
ビ
ヤ
の
書
誌

学
者
の
間
で
は
有
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
コ
ピ
ー
が
ベ
ル
リ
ン
、
パ
リ
、

ボ
ー
ト
リ
ア
ン
、
エ
ス
ク
リ
ア
ル
の
四
か
所
に
あ
り
、
更
に
ダ
マ
ス
カ

ス
、
ペ
ル
シ
ャ
の
二
か
所
に
も
あ
っ
て
こ
れ
ら
を
検
討
し
て
、
ハ
ダ
ッ

一
、
ガ
レ
ン
の
い
う
よ
う
に
心
室
中
隔
に
は
孔
は
な
く
、
厚
い
。

二
、
血
液
は
肺
動
脈
か
ら
肺
に
い
き
、
惨
出
し
て
空
気
と
混
合
し
ゞ
浄

化
さ
れ
肺
静
脈
を
通
っ
て
心
臓
の
左
側
に
達
す
る
。

三
、
肺
動
脈
は
壁
が
厚
く
二
重
構
造
で
あ
り
、
肺
静
脈
は
壁
は
薄
く
単

構
造
で
あ
る
。

四
、
肺
は
細
気
管
支
、
肺
動
脈
枝
、
肺
静
脈
枝
が
粗
い
多
孔
性
の
物
質

ス
、
ペ
ル
シ
ャ
の
二
か
所
に
も
あ
つ
－

ド
ら
は
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
江
戸
参
府
旅
行
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
鎖
国
日

本
を
定
期
的
に
旅
す
る
唯
一
の
機
会
で
あ
り
、
鎖
国
下
の
日
本
人
が
ョ

－
ロ
ッ
パ
人
を
観
察
し
、
接
触
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
あ
っ
た
。

往
路
・
復
路
に
お
い
て
、
一
宿
一
泊
の
大
多
数
の
宿
は
さ
て
お
き
、

往
路
・
復
路
と
も
に
何
日
か
宿
泊
し
た
定
宿
、
す
な
わ
ち
、
江
戸
・
京
．

大
坂
・
下
関
・
小
倉
、
五
都
市
の
「
阿
蘭
陀
宿
」
は
、
鎖
国
時
代
、
長

で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

五
、
肺
動
脈
は
肺
に
栄
養
を
与
え
る
他
に
血
液
と
空
気
を
混
合
し
て
動

物
精
気
を
与
え
る
。

六
、
心
臓
は
動
物
精
気
を
つ
く
り
そ
れ
を
全
身
に
お
く
る
。

七
、
心
臓
は
右
心
室
で
栄
養
さ
れ
る
と
い
う
の
は
間
違
い
で
、
冠
動
脈

が
あ
る
。

八
、
肺
静
脈
は
煤
で
満
た
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
肺
か
ら
血
液
で

満
ち
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ナ
フ
ィ
ス
の
肺
循
環
理
論
は
極
め
て
論
理
的

で
あ
り
、
時
代
を
越
え
た
畑
眼
に
は
驚
嘆
の
ほ
か
は
な
い
。
原
書
に
よ

っ
た
更
な
る
研
究
の
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
平
成
八
年
川
Ⅱ
例
会
）

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
住
友
銅
吹
所
見
物
と
饗
応
・
贈
答

片

胴

男
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崎
以
外
に
お
け
る
、
ま
た
と
な
い
日
蘭
交
流
の
舞
台
で
あ
っ
た
。

五
都
市
の
「
阿
蘭
陀
宿
」
の
う
ち
、
も
っ
と
も
重
要
な
定
宿
は
江
戸

は
本
石
町
三
丁
目
に
あ
っ
た
長
崎
屋
源
右
衛
門
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

火
事
と
喧
嘩
は
江
戸
の
華
と
い
わ
れ
た
江
戸
の
定
宿
長
崎
屋
に
関
す
る

史
料
は
皆
無
に
近
い
。
こ
れ
を
補
う
に
は
、
京
・
大
坂
な
ど
拠
点
と
な

っ
た
定
宿
に
目
を
向
け
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
幸
い
、
京
の
定
宿
．

海
老
屋
に
関
し
て
は
、
少
し
く
関
係
史
料
を
得
て
、
考
察
を
進
め
て
い

る
が
、
そ
れ
と
密
接
な
関
係
を
有
し
た
大
坂
の
定
宿
に
つ
い
て
、
従
来
、

こ
れ
を
単
独
に
採
り
上
げ
た
論
槁
に
は
接
し
得
な
い
で
い
る
。

江
戸
時
代
後
期
と
推
定
さ
れ
る
『
長
崎
諸
役
人
帳
』
（
九
大
、
松
木
文
庫
）

に
は
、
阿
蘭
陀
宿
と
し
て
、

大
坂
長
崎
屋
辰
吉

と
み
え
る
。
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
書
留
「
江
府
参
上
阿
蘭
陀
人
付
添

日
記
上
』
（
長
崎
県
立
図
書
館
、
渡
辺
文
庫
）
に
は
、

大
坂
本
陣
為
川
辰
吉

と
み
え
る
。
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
に
年
番
通
詞
が
書
き
留
め
た
「
万

記
帳
」
（
早
大
図
書
館
）
に
は
、

大
坂
銅
座
為
川
辰
吉

大
坂
銅
座
為
川
辰
吉
方

な
ど
と
み
え
る
。

こ
れ
ら
を
も
っ
て
、
総
合
判
断
す
る
に
、
為
川
辰
吉
は
大
坂
銅
座
の

責
任
者
で
あ
る
と
同
時
に
大
坂
の
本
陣
と
し
て
参
府
の
オ
ラ
ン
ダ
人
一

行
の
定
宿
に
指
定
さ
れ
て
い
た
大
坂
の
阿
蘭
陀
宿
長
崎
屋
辰
吉
で
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
す
る
。

江
戸
参
府
の
帰
路
、
歴
代
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
が
大
坂
の
住
友
（
泉

屋
）
銅
吹
所
を
訪
問
し
、
輸
出
向
け
の
棹
銅
製
作
の
作
業
を
見
物
す
る
こ

と
が
慣
例
化
し
て
い
た
。

一
七
○
○
年
五
月
十
三
日
、
参
府
の
帰
路
、
商
館
長
Ｐ
・
ド
・
フ
ォ

ス
が
随
員
た
ち
と
銅
吹
き
の
作
業
を
見
物
、
翌
十
四
日
夕
刻
、
第
四
代

泉
屋
吉
左
衛
門
が
手
代
の
五
右
衛
門
を
伴
っ
て
商
館
長
を
訪
ね
、
商
館

長
の
訪
問
を
受
け
た
名
誉
に
感
謝
し
た
。
そ
の
際
蜜
漬
け
と
砂
糖
菓
子

と
と
も
に
、
い
ろ
い
ろ
な
蒸
留
酒
で
も
て
な
さ
れ
た
主
従
が
す
っ
か
り

酔
っ
払
っ
て
し
ま
っ
た
、
臨
場
感
溢
れ
る
面
白
い
記
事
を
、
庄
司
三
男

氏
が
「
住
友
史
料
叢
書
・
月
報
６
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
泉

屋
関
係
者
の
名
が
「
商
館
日
記
』
に
出
て
来
る
最
初
で
あ
る
と
も
記
さ

れ
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
人
の
吹
所
入
来
の
際
に
は
、
手
土
産
の
舶
載
品
が
持
参
さ

れ
、
帰
り
に
は
泉
屋
か
ら
も
土
産
の
品
が
贈
ら
れ
た
。
土
産
・
饒
別
の

品
々
の
贈
答
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
即
、
鎖
国
下
に
お
け
る
物
的
交
流

の
意
味
を
も
っ
た
か
ら
、
数
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
注
目
に
値
す
る
。

『
商
館
日
記
」
「
徳
川
実
紀
」
共
に
記
事
を
欠
く
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）

商
館
長
シ
ッ
ト
ル
ス
と
書
記
フ
ロ
ノ
フ
ィ
ウ
ス
が
吹
所
訪
問
見
物
を
し

た
際
の
様
子
を
『
紅
毛
人
入
来
之
控
」
（
住
友
史
料
館
蔵
）
か
ら
み
て
み
る
。

四
月
十
三
日
に
一
行
は
、
「
銅
座
」
為
川
方
に
着
き
、
十
五
日
に
「
吹
所

見
物
入
来
」
と
な
っ
た
。
十
五
日
は
雨
天
で
あ
っ
た
が
、
「
五
シ
半
時
（
Ⅱ

九
時
）
に
「
銅
座
出
宅
」
、
「
東
御
番
所
（
Ⅱ
東
町
奉
行
所
）
」
よ
り
「
西
御
番

所
」
の
「
定
礼
」
を
す
ま
せ
て
、
泉
屋
へ
到
着
し
た
の
が
「
九
ッ
時
（
Ⅱ

十
二
時
）
」
。
直
ち
に
「
吹
所
見
物
」
、
「
友
賢
公
（
Ⅱ
第
十
代
吉
次
郎
友
視
こ
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当
方
江
罷
越
候
節
、
右
酒
差
出
候
処
、
其
味
ハ
ひ
気
二
入
、
数
盃

呑
候
二
付
、
其
時
宜
二
よ
っ
て
、
見
斗
、
差
出
く
り
候
事

と
、
特
に
注
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
シ
ッ
ト
ル
ス
た
ち
が
「
酩

酊
」
に
い
た
っ
た
「
美
酒
」
が
「
松
寿
」
と
い
う
銘
柄
の
酒
で
あ
っ
た

が
「
案
内
」
し
た
。

吹
所
の
見
物
が
済
ん
で
、
直
ち
に
座
舗
で
饗
応
と
な
っ
た
。
泉
屋
の

「
饗
応
取
持
い
た
し
候
」
仕
方
が
上
手
だ
っ
た
せ
い
か
、
「
就
れ
と
も
酩

酊
」
と
な
り
、
「
蘭
人
殊
之
外
喜
悦
之
趣
」
で
、
「
八
ッ
（
Ⅱ
午
後
二
時
）
過
」

に
出
立
、
「
銅
座
へ
帰
宅
」
の
模
様
で
あ
っ
た
。
藺
人
「
土
産
」
の
品
々

は
、

仏
手
甘
酒

面
香
酒
フ
ラ
ス
コ
入
り

肉
豆
蒄
一
壺

煙
管
弐
本

但
白
焼
棚
製
赤
焼
と
も
壱
本
シ
、

舶
載
の
酒
と
漬
物
、
そ
れ
に
細
長
い
陶
製
の
煙
管
二
本
。
こ
の
と
き

の
も
の
か
ど
う
か
、
特
定
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
現
在
も
住
友
家
に
は
、

司
馬
江
漢
の
絵
や
版
画
に
も
見
え
て
い
る
ハ
ウ
ダ
・
パ
イ
プ
が
伝
世
品

と
し
て
珍
蔵
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
泉
屋
か
ら
も
「
挨
拶
」
と
し
て
「
両
人
」
へ
、

松
寿
酒
弐
樽
五
升
シ
、
入

求
肥
糖
二
箱

の
二
品
が
贈
ら
れ
た
。
二
品
の
う
ち
「
松
寿
」
と
い
う
名
の
酒
に
つ
い

〆
』
千
Ｊ
、

》
ｂ
ｒ
山
Ｉ

内
視
鏡
を
最
初
に
思
い
着
い
た
の
は
一
八
○
七
年
の
ボ
ッ
チ
ニ
ー
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
よ
り
も
十
三
年
前
の
寛
政
六

年
（
一
七
九
四
）
に
江
戸
で
出
版
さ
れ
た
「
竹
斉
老
宝
山
吹
色
」
と
題
す
る

こ
と
を
知
り
得
る
。

一
行
帰
宅
の
あ
と
、
「
引
続
」
い
て
、
「
友
賢
公
」
に
「
弥
兵
衛
」
が

供
を
し
て
、
「
饒
別
」
の
品
々
を
宿
所
長
崎
屋
為
川
辰
吉
方
へ
届
け
た
と

こ
ろ
、
「
又
堂
白
赤
葡
萄
酒
フ
ラ
ス
コ
入
弐
シ
」
を
「
讓
請
」
け
る
こ
と

と
な
っ
た
。

先
の
「
商
館
日
記
』
の
伝
え
る
泉
屋
主
従
の
酔
容
記
事
と
、
住
友
史

料
の
伝
え
る
蘭
人
酩
酊
記
事
と
、
好
一
対
を
な
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
な
土
産
と
挨
拶
や
饒
別
の
品
々
の
贈
答
を
通
じ
て
、
舶
載

品
の
鎖
国
日
本
へ
の
流
入
、
日
本
製
品
の
流
出
を
具
体
的
に
知
る
こ
と

と
な
る
。

阿
蘭
陀
宿
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
医
師
に
よ
る
診
療
活
動
の
記
録
は
省

略
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
今
後
の
発
掘
が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
大
坂
オ
ラ
ン
ダ
宿
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
大
坂
の
阿
藺
陀
宿

長
崎
屋
と
カ
ピ
タ
ン
の
吹
所
見
物
」
（
百
蘭
学
会
会
誌
」
第
二
○
巻
第
二

号
、
一
九
九
六
年
三
月
）
を
参
看
願
い
た
い
。

（
平
成
八
年
Ⅲ
月
例
会
）

着
想
と
し
て
の
内
視
鏡

多
伐
弧
権
兜
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